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子育てする父親像

ロシアのアニメーションから

笹尾道子

はじめに

　ロシアのアニメーション1）では，家庭の中で「父親」は「母親」よりも影の薄い存在である。

「母親」もまた，「おばあさん」「おじいさん」ほど重要な役で登場することは少ない。父親は

家庭をかえりみず，母親も仕事を持っていることが多いから，子どもが接する時間が長いのは，

昼間家にいるおばあさんかおじいさんである，という現実を反映しているのであろう。

　ロシアは「母性神話」が強く，たとえ仕事を持っていようと，家事や育児は母親がすべきと

の思い込みが男も女もまだ強い。したがって，母親は仕事も家庭も完壁にこなそうと悪戦苦闘

することになる。力つきた母親が申し出る離婚も多い。

　そういうロシアで作られたアニメーションの中に，「乳飲み子」を育てる父親を描く作品がい

くつかあるのが面白い。それも自分と血のつながりのない子を，他人の嘲笑や危険から守り，

とてもかわいがるのだ。

　父親役はおおかみだったりワニだったり，ふつうは悪役で登場することの多い動物である。

愛1青を注がれる子役は，生まれたての子牛やヒヨコ，鳥のヒナなどである。そのような作品に

『おおかみと子牛』『金のヒヨコ』『ワニに何が起こったか』がある。またこれらと一味違って，

生まれてくるはずだったわが子への父親の深い愛庸を描く作品に『ペンギン』がある。これら

の作品を中心に，ロシアのアニメーションの中で，父親がどのような存在として描かれている

かを見ていくことにする。

子煩悩な父親

　「おおかみと子牛」2）に登場する主人公は，ジーンズをはいた，ギョロ目でハスキー声の中年

おおかみである。ペチカのあるロシア農家風の小屋に住んでいる。ある日大きな袋を担いであ

たりをうかがいながら自分の小屋に戻って来る。袋から出したのは生まれたばかりの小さな子

牛。おおかみが「うまそうだ！」と舌なめずりした時，子牛はよたよたと立ち上がり，「ママー」

と言いながらおおかみに身をすり寄せ，甘えてくる。「はて，おれは男のはずだが？」と鏡を見

るおおかみ。しかしまんざらでもなさそうな顔をして子牛にきく。

　「おまえ，昨日生まれたのか？」

！）旧ソ連邦で制作された作品も含む

2）”BonK　x　Te皿eHoK”，監督M．カメネツキー，1984年，10分
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　・「違う，今日だよ。」

　「こんなまだ分別もつかぬ小さなやつを，すぐ食つちまうのもなんだな。もう少し大きくな

るまで待つか。」

　おおかみは独り言を言い，毛布の上に子牛を寝かせる。

　子牛が目を覚まし泣き出すと，おおかみは抱き上げ，子守唄をうたいながらあやす。この時，

おおかみの目はとてもやさしい目になっている。「おなかがすいた」と子牛が言うので，家の中

の食べ物を探すが，何もない。子牛を抱いているところを女狐にみつかり，おおかみは照れく

さそうな表情をする。

　「食つちまおうじゃないか！」と女早。

　「とんでもない！こんな小さなやつを！」とおおかみ。

　「じゃあ，大きくなったら山分けだよ」と言いながら女狐は立ち去る。

　「おなかがすいたよ」と泣き続ける子牛のために，おおかみは雌ヤギのところにでかけ，事

情を話してバケツいっぱいの乳を分けてもらう。用意していた花束を渡すと，ヤギはうれしそ

うにそれをむしゃむしゃ食べ，さらにコップー四分の乳を追加してくれる。おおかみは一目散

に家に帰り，乳を子牛に与える。おいしそうに飲む子牛を見て「なんてかわいいやつだ！」と

言うおおかみ。赤ん坊には清潔が大事と，家の掃除や，おむつの洗濯を始める。

　うわさを聞いてやってきた雄羊が，子牛にタバコをくわえさせるのを見て，おおかみは激怒

し雄羊を追い出す。すっかり「教育パパ」になっている。

　子牛は絶えずおなかをすかせている。「この本でも読んでいろ」とおおかみは本を子牛に渡し

て外へ出る。そして覆面をしたギャングに早変わり。農夫にナイフを突きつけ，干し草の山を

奪う。家に帰ると，子牛が本を読みながら物語の主人公に同情して泣いている。おおかみは「よ

しょし，食事をしろ」と，子牛に干し草を与え，自分がその本を読み出すが，彼もまた泣き出

す。「涙もろい父親」になっている。

　子牛はどんどん大きくなり，声もいつしか野太い男の声に変わっている。ある時おおかみに

「ぼくが実の子じゃないってうわさを聞いたんだけど」ときく。おおかみは怒って鏡を見せ，

「おれにそっくりだろうが！」と叫ぶ。納得したのかしないのか，子牛は「おなかがすいたよ」

と言う。

　食欲旺盛な子牛のために，おおかみは人間のところで薪割りをし，食べ物を手に入れる。

　子牛が大きくなってきたのを見て，女声，熊，雄羊らが山分けしょうとおおかみに迫って来「

る。すっかりたくましくなった子牛は，おおかみを助けに家から飛び出してくる。頭にはもう

立派な角が生えている。撃退に成功した時，「よくやった！」とおおかみは自分よりも大きくな

った子牛を抱き上げる。すると子牛は初めて「パパ！」と言う。「ママ」でなく「パパ」と呼ん

でくれたことに，おおかみは大喜びする。

　人形アニメであるが，おおかみの表情がとても豊かである。怖い顔，照れた顔，やさしい顔，

怒った顔，泣く顔，喜ぶ顔が，目やまぶたの細かい動きで表現され，おおかみの心の動きが見

る者に伝わってくる。人形たちの手足の動きも柔らかく滑らかで，硬さは全く感じられない。

小屋や調度品，衣装にも気配りが行き届き丁寧に作られている。人形アニメの最高傑作のひと

つと言ってよいであろう。

　音楽も良い。ロックのリズムに乗っておおかみが登場。袋から子牛が現れる場面ではバララ

イカの暖かいロシア風メロディーが流れるなど，画面とよくマッチし，見るものをひきこんで

いく。

　どう猛なはずのおおかみが，大変な子煩悩ぶりを発揮し，懸命に危険から「子」を守り，さ
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まざまな方法で食べ物を手に入れるなど，涙ぐましい子育てをするところに面白みがあるが，

たとえ血のつながりがなくとも，親子の絆を結ぶことができるというメッセージも含まれてい

る。小さな弱いかわいいものに頼られたとき，「父性本能（？）」を発揮してしまうのは男も同

じなのだ。

　このアニメ作品は子どもむけとされているが，むしろ，子育てするおおかみの苦労がよくわ

かる大人の方が，この作品の面白さをよりょく理解できるだろう。

　「金のヒヨコ」3）でも，おおかみの子育てが描かれる。ある農家の雌鶏が金の卵を産んだのを

見た女狐は，この雌鶏を盗んで金の卵をたくさん産ませ，大儲けしょうとおおかみをそそのか

す。しかし，気の弱いおおかみが盗んできたのは卵の方だった。女狐は怒るが，ヒヨコを育て

て金の卵を産ませれば良いと思いつき，おおかみに卵を抱くように命令する。仕方なくおおか

みは雨の日も風の日も卵を抱きあたためる。

　そしてある日，金のヒヨコが生まれる。ヒヨコはおおかみを見て，

　「こんにちは，ママ1」と言う。

　「僕はママじゃないよ。」とおおかみ。

　「じゃあ，こんにちは，パパ！」とヒヨコ。

　「パパでもないよ，おおかみだよ。」

　「そんなにおどかさないでよ，パパ！」とヒヨコはおおかみに近づき，鼻先にキスをする。

　すると，おおかみの胸の中に，赤いハートの灯がともる。「愛情」が芽生えてしまったのだ。

それからのおおかみは，おなかをすかせたヒヨコのために懸命に虫を探してやったり，子守唄

を歌って寝かしつけたりと，すっかり「父親」になっている。

　そこへ女狐が，ヒヨコを捕らえてかごに入れようとやって来る。「こんにちは，かわいい娘！

わたしがママよ！」と呼びかけると，ヒヨコは逃げながら「僕は娘じゃなくて，息子だよ，雄

鶏だよ。」と言う。それをきいてがっかりした女狐は，それでは金の卵を産むことはできないか

ら食べてしまえと叫ぶ。おおかみは怒って女狐と取っ組み合いの喧嘩になる。

　野狐を撃退したあと，さてこれからどうしたものかと思案したおおかみは，ヒヨコといっし

ょに農家へ向かう℃農家の夫婦と雌鶏，そしておおかみとヒヨコがなごやかにテーブルを囲み，

お茶を飲んでいるところでこのアニメは終わる。

　民話調と現代風がミックスされた画が，色彩あざやかできれいである。女狐が金儲け話をす

る時は，ロック音楽に乗って黄金が画面に舞い，きらびやかな宝石や衣装，贅沢な家具調度品

の数々，自動車等が現れる。昔話の世界と現代が交錯し面白い。ヒヨコのしぐさや表情，特に

声（ルミャーンツェワ）がたまらなくかわいい。一方，おおかみの声は低くやさしい。

　主人公は金儲けとは無縁の，心やさしいおおかみである。自分をパパと慕ってくれる小さな

ヒヨコを愛する心を持ち，それを守るためには毅然とたたかいもする。女狐は母親のふりをし

ょうとしたが，ヒヨコに見破られてしまう。金儲けよりも暖かい心のつながりが大事であるこ

とをこのアニメは教えているのだが，そのような教訓的テーマよりも，血のつながらない「父

親」の子育てが描かれているところに，この作品のユニークさと面白さがある。

3）”30noToti　ib皿∬eHQK，i，監督バリノワ，1981年，9分
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　「ワニに何が起こったか」4）は，マリーナ・モスクヴィナの同名の童話を4分の短い作品にま

とめたものである。「陽気な回転木馬」シリーズ第12号に収められている。

　主人公のワニ（雄）は，巣の中に置いた卵がかえり，自分の子が出てくるのを楽しみに待っ

ていた。やっと卵が割れたが，出てきたのは鳥のヒナだった。驚いたワニは「なんという恥だ！」

とヒナから逃げようとするが，ヒナは「パパ！」と言いながらうれしそうにワニの後を追いま

わす。ヒナを振り切ろうとワニは水に入り，潜ってしまう。ところがそれをまねして，ヒナも

水に入りおぼれそうになる。水に沈んでいくヒナに気がついたワニは，仕方なくヒナを抱え陸

に上がる。生き返ったヒナは，また「パパ！」と言いながらワニの胸に顔をすり寄せる。

　それを見た別のワニ（原作では雌だが，アニメの中の声は男）が，恥だから自分の子でない

ふりをするようにそっと助言する。「この子をほっとくのか？」と主人公のワニ。「食ってしま

え。」「だって，パパと呼んでるじゃないか！」「ばか！なんと言う非常識だ！みんなに言い触ら

すそ！」

　聞きつけた仲間のワニたちが大勢やってきて，「何という恥！」「早く食ってしまえ！」と口々

に騒ぎ立てる。するとヒナをかばって主人公のワニが言う。

　「誰かのところに親に似てないやつが生まれたら，あざ笑って，あげくのはては食ってしま

えばそれで終わりか？おれの子に指一本でも触れてみろ，ただじゃすまないそ！」

　主人公のすごい剣幕にワニたちは退散する。

　それからのワニは子育てに忙しい。虫をとってヒナに食べさせたり，少しでもヒナの姿が見

えないと心配して探し回ったり。お話をしてやったりもする。ワニの仲間たちはそれを見て，

「あいつは気が狂っている！」といつも嘲笑するのだった。

　やがてヒナは羽毛が生え，飛ぶ練習を始める。はらはらしながら見ている父親ワニに，『ヒナ

は「パパも飛んでみる？」ときく。「そうだな，飛べたらいつもおまえのそばで守ってやれるな。」

とワニ。かなりな「過保護パパ」となっている。

　ヒナはワニに飛び方を教える。手足をばたばたさせながらしばらく助走したワニは，ふわり

と浮き，いつのまにか空を飛んでいる。「そうだよ，パパ！それでいいんだよ！」と，若鳥に成

長した「子」はパパを励ます。大勢のワニたちが呆然と見上げる中，主人公のワニと成長した

その「子」は大空に消えていく。

　この作品の中では，異質なものの排除，その異質なものの価値を認め愛し育てようとする者

への嘲笑が，いかに愚かなことであるかが，前述の2作品よりもよりストレートに表現されて

いる。周囲の圧力に抵抗し，ヒナを自分の子として守り，立派に育て上げたワニは，「子」とい

っしょに空を飛ぶという最高の幸せを手に入れたのだ。4分という短い作品でありながら，中

身の濃い，優れた作品である。

　ラフな画ながらヒナがかわいい。全体に早口で通訳風のナレーションが入っているが，その

バックに聞こえるヒナの声が特にかわいい。前述の2作品同様，かわいい声で「パパ！」と呼

ばれて，主人公のワニは「父性本能（？）」をくすぐられてしまうのだ。なおこのアニメの中で

は雄のワニだけが卵の艀化を待っているが，生態的にはワニは雌雄で巣を守るらしい。

4）”qTo　cnyqanocb　c　KpoKopmnoMi’，Becenasi　Kapyce■L　No12，監督A．ゴルレンコ，1970年代，4分
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　「ペンギン」5）は，前3作品とは少し趣が異なる。

　南極大陸にペンギンの群れがやって来て，卵をあたため始めた。ちなみにペンギンは雄が抱

卵し，ヒナがかえる美里も戻ってきて，雄と交替で餌をやるのが一般的である。卵を抱いてい

る雄たちの中に，ピン・グビンという名のペンギンがいた。彼はおなかがすいたので，隣のプ

ィン・グブィンに自分の卵を預け，魚をとりに海に出かけた。ところがプィン・グブィンは居

眠りをして，預かっていた卵をうっかり落としてしまう。卵はころがって行って海に落ち，海

底へ沈んでしまう。あわてたプィン・グブィンは近くにあった卵によく似た石を拾い，帰って

きたピン・グビンにそれを渡す。少し重くなったとは感じながら，きっと強い丈夫な子が生ま

れるのだろうと信じ，ピン・グビンはその石の卵を熱心にあたため続ける。

　やがて他のヒナたちはすべて誕生し，まわりは子どもたちの声でにぎやかになる。いたずら

する子を親がお尻ぺんべんするのを見て，ピン・グビンも自分の卵をお尻ぺんべんしてみるが，

生まれてくる気配はない。子どもたちが屈すべりをして楽しむ姿を見て，みながいなくなった

後，そっと卵をだいて彼も氷をすべってみる。卵を抱き続ける彼のところに仲間がやって来て，

変な卵だと言う。するとピン・グビンは激怒し追い払うのだった。そんな彼の姿を物陰から見

ていたプィン・グブィンは，良心の呵責にさいなまれるが，本当のことを言い出せないでいる。

　まもなく短い夏が過ぎ，ペンギンたちが南極大陸を離れる日が来た。まだ卵をあたため続け

るピン・グビンを，あきらめて一緒に旅立つよう仲間たちは説得する。雪が散らつく日，彼は

仕方なく卵を巣に置き仲間たちといっしょに海に入って泳ぎだすが，あきらめきれずに途中で

引き返す。巣にもどって，卵を抱え，再び泳ぎだす。しかし，石の卵はあまりにも重かった。

岸から遠く離れたとき，ピン・グビンはついに力つき，卵を抱えたまま水の底へ沈んで行く…。

彼が消えた水面は夕日が波に映りきらきら輝いている。そしてゆったりとした静かな音楽とと

もに次のナレーションが流れる。

　「石を離せば助かったであろうに。しかし彼は信じていた。これは石ではなく，まだ生まれ

ぬ限りなく愛しいわが子を宿した卵であると。」

　この作品が前述の3作品と大きく異なる点は，ハッピーエンドでないことである。見終わっ

て，夢を果たしえなかった主人公の気持ちを思い，大変切なくなる作品である。子ども向けア

ニメで，悪人でない主人公が最後に死んでしまう作品はめずらしい。それも，石を希望の命と

信じ抱いたまま。夢をあきらめれば助かったのに。

　このアニメーションが制作された1968年頃というと，いわゆる「雪解けムード」のフルシチ

ョフ時代が終わり，後に「停滞の時期」と呼ばれるブレジネフ時代が始まって数年経った頃で

ある。フルシチョフ時代の比較的自由だった雰囲気に比べ，どことなく息苦しい時代になって

いた。掲げられた理想と現実のギャップからくる閉塞感やむなしさを作者は表現したかったと

みるのは深読みのしすぎだろうか。希望を捨てずに死んでいったペンギンは幸福だったのだろ

うか，それとも石を希望と思い込んだ，ただの愚か者だったのか。あれこれ考えさせられる奥

の深い作品である。

　以上のアニメーションは，男にも「父性本能（？）」とでも言うべきものがあること，男も立

派に子育てができることを教えてくれる。女であれ，男であれ，小さなものや弱いものをかわ

いいと思う心をもっているはず。しかし，男がその気持ちに素直に従おうとすると，まわりは

嘲笑の対象にすることも描かれている。母親の子育てとはまた違った苦労が父親の子育てには

5）”HHHrBHHH「，，監督V．ポルコヴニコフ，1968年，13分
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ある。その「子」が「親」に似ていない場合は，さらに異質なものを排除しようとする周囲の

力とも「父親」はたたかわねばならないのだ。

母親像との違い

　これが母親だったら，ア；メーションではどのように描かれているのだろう。

　『ひもでつながった子どもたち』6）と『手袋』7）には，「子育てする知的ママ」とでも名づけられ

る母親が登場する。

　「ひもでつながった子どもたち」では，若い母親が1本の長いひもの端を持ち，そのひもを

7人の小さな子どもたちがっかんで縦1列に並び，街を歩いていく。途中母親が面白そうな本

をみつけ，ベンチで読んでいる間に子どもらがいなくなってしまう。あわてて探し回る母親と，

ひもをつかんだまま1列になって，どこへでもずんずん行進していく子どもたちがユーモラス

に描かれる。つかんでいたひもをカラスにとられ，初めて子どもらが泣き出す。探し疲れてへ

とへとになった母親が，その泣き声を聞いてかけつける。

　この若い母親は骨の折れる子育て中だが，読書好きで知的な母親であり，自分の世界に没頭

することもある。決して過保護ママではなさそうである。髪が長くすらりとしていて，パンツ

をはいている現代女性である。しかし，アニメの世界とはいえ，母親ひとりで7人もの子ども

を育てるのは大変すぎるから，父親も子育てを手伝っているのか気になってくる。

　「手袋」にも，読書好きですらりとして，めがねをかけたキャリアウーマン風の母親が出て

くる。片時も本を離さず，歩きながらでも読んでいる。家へ帰っても，小さな娘に声をかける

こともせず，そのままカウチに寝そべり，タバコをふかしながら読書を続けている。一見子ど

もに冷淡，無関心そうな母親である。小さな娘が子犬を飼いたいと家に連れてきたとき，絶対

許さず，すぐ返しに行かせる厳しい母親である。しかし，娘が自分の手袋を子犬に見立て，ミ

ルクをやったり，やさしく撫ぜたりしている姿を見て，一度返した子犬をもらいに行くやさし

い母でもある。自分の世界を持っているが，子どもの気持ちもしっかり受け止める，理性的な

母親像と言えるだろう。

　「子ウサギとハエ」8）に登場するウサギの母親はどうしょうもない「過保護ママ」である。わ

がまま息子が・食べ物を残して窓から捨てているのも知らず，せっせと料理をしてはテーブル

に運んでくる。窓の下では，捨てられた食べ物をハエがせっせと食べている。そのうちにハエ

は太って巨大になり，子ウサギを人質に，母ウサギに命令して料理をどんどん作らせる。木の

枝にしばりつけられている子ウサギは，ハエが運んでくる少しばかりの食べ物を，むさぼるよ

うに食べるようになっていた。悪い子をこらしめる教訓アニメではあるが，巨大なハエがわが

まま息子と過保護ママをこらしめるという，発想の面白いアニメである。

　これらの作品に登場するのは実の母子関係であり，いわばロシアでよく見られる母子関係を

描いていると言ってよいであろう。「子煩悩な母親」というのは一般に「過保護ママ」とみなさ

6）”TMPnflHJIa　va3　MaJlbluleti”，監督ミuシキナ，シュヴァルツマン，1983年，7分

7）”Bape）KKai’，監督Rカチャーノフ，1967年，10分

8）”3atiuoHoK　M　Myxa”，監督カラヴァエフ，1977年，8分
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れるところが，父親像と違う。さらに大きく異なるのが，血のつながらない母子となると，ア

ニメの中ではいじわるな継母と，彼女にこき使われ，いじめられる継娘というパターンになっ

てしまうことである。「不思議な鈴」9），「12月」10）など，昔話を題材にしたアニメーションにこの

傾向が強い。継母は実の娘だけをかわいがり，継娘にはひとかけらの愛情も感じない，太って

粗野で貧密な母親として描かれる。

　このパターンを，ユーモアをもって崩そうとしたのが，『不思議な鈴』の作者でもあるブルム

ベルグ姉妹で，1966年に「悪い継母について」’1）という風刺アニメを作った。このアニメに登場

する「ソビエトの母親」は，夫の連れ子，つまり継娘には甘く，自分の実の娘には厳しく接す

る。3年後，夫の子は太ってわがままな子に，自分の子は働き者でやさしい良い子に育ってい

る。父親が病気になった時，父のためにいちごを探しに出かけたのは父親の実の子でなく，母

親の方の子だった。継娘に気を使いすぎて，過保護に育てても失敗するという話になっている。

　「父親」の場合は，前述のように血のつながらない，自分と似ていない子（息子）であって

も，かわいがって育てるが，母親が愛情を注いで育てるのは実の子であり，血のつながらない

子（娘）にはつらく当たる，という描かれ方が最も一般的である。

教育する父親

　これまではおもに幼児と父親との関係をみてきたが，少し大きくなった子どもと父親との関

係もみておこう。

　『蝶』12）と『イチゴの雨』13）は姉妹作品で，．きつねの父子が登場する。どちらも息子に自分の子

ども時代のことを話す父親が描かれている。

　「蝶」には，「過去を反省する父親」が出てくる。きつねの子は，屋根裏でみつけた古い新聞

紙で飛行機を作った。その紙飛行機を飛ばすと，遠くへ行ってしまい，見えなくなる。居間で

新聞を読んでいた旧きつねといっしょに探しに出かける。野原をしばらく行くとあたりは何十

年もの昔の風景になっていく。その古い新聞が発行された頃に戻ったのだ。父は「ずっと気に

なっていたことがある」と言いながら，息子をつれて急いで歩いて行く。

　ある家の前まで来ると，小さな子どもが，捕まえた蝶をビンに入れて蓋をしている。子ども

の頃の父きつねだった。その子は誰かに呼ばれ，ビンを置いたまま家の中ぺ入ってしまう。

　「あのままじゃ蝶は死んでしまうよ。」と子ぎつね。

　「そう，私が戻ったとき，蝶は死んでいたのだよ。」と父親。

　「じゃあ今助けてあげようよ。」

　ふたりで力を合わせてビンの蓋を開け，蝶を自由にしてやる。これで父親の胸のつかえが下

りたのだった。紙飛行機が戻ってきて，ふたりは今の世界にもどる。

　「何でもありうるのさ。」と父きつね。

　「ありえないものは？」と子ぎつねがきく。

　「悪と無慈悲だよ。」

9）”　t｛yμecHbth　KonoKo■bqHK”，監督V．ブルムベルグ，　Z．ブルムベルグ，1949年，20分

10）”JIIBeHanllaTs　MecsrleB”，演出1．イワノフ＝ワノ，監督M．ポトフ，1956年，50分

11）”Hpo　3ny｝o　MagexY”，監督V．ブルムベルグ，　Z．ブルムベルグ，1966年，20分

12）”MOTbmeK”，監督・制作年不明，8分
13）　”3eM」51Hil・IHbth　AO）KJIIIK「1，監督・制作年不明，7分
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　幼い頃に犯した自分の残酷な行為を息子に告白し，やり直すことで，父親は「やさしさ」を

教えている。茶を基調にしたあたたかみのある画で，父子のほのぼのとした関係が伝わってく

る作品である。

　「イチゴの雨」でも，きつねの父と息子の暖かい関係が描かれている。雨が降っていやだな

という子ぎつねに，「これは暖かい雨で『きのこの雨』と言うのだよ。雨の後，きのこがたくさ

ん生えてくるからね。」と，新聞から目を離して即きつねが言う。「じゃあ，イチゴの雨もある

かな，ぼくいちご大好きだから。」「なんだってあるさ。父さんは子どもの頃，キャンディーの

雨の中を歩くのが好きだった。さあ，雨の中を遊んでおいで。」

　雨の中を外に出た子ぎつねが，「いちごの雨」の話を友だちにすると，カラスは「チーズの雨

が降ったらいい」と言い，ウサギは「ニンジンの雨が降ったらいい」と言う。子ぎつねはカラ

スに翼を借りて，いろんな雨を探しに空を飛んでいく。途中で助けてやった「風の子」が，み

んなのためにいちごや，チーズや，ニンジンの雨を降らせてくれる。夢のあるアニメである6

弱い父親

　「もしぼくがぼくのパパだったら」14）は，ものすごく「弱い父親」が反面教師として登場する。

「文化公園」（HaPK　KyπLTyPH）に遊びに出かけた父子が，不良たちにからまれる。服を汚され

たり，ゲームマシー．ン用のお金を横取りされたり，池に落とされたり，父親は散々な目にあう。

抵抗することもできず，やられ放題の父親を見ていた息子は，ゲームマシーンの世界で自分が

強くなり，不良たちをめちゃくちゃにやっつけ，海に叩き込む夢を見る。夢からさめたら不思

議なことに，ゲームの世界同様，びしょぬれになった不良たちが，すごすごと照れくさそうに

公園内の池から上がってくるのだった。

　「弱い父親」は『不思議な鈴』にも出てくる。自分の後妻にいじめられる実の娘をかばって

やれず，後妻の言いなりになり，娘を森の中の小屋へ泣く泣く置き去りにする，全く頼りない

父親である。

家父長的父親

　「家父長的父親」は「カッコウとムクドリ」15）のムクドリの父親だ。母ムクドリがヒナたちの

世話をしている問，「自分もいよいよ父親だ」などと，枝の上でしゃべうているだけだ。雌カッ

コウが他の鳥の巣に托卵し，子の世話もせず遊び歩いているのを見て，「家族が大事だぞ」と説

教している。ムクドリのヒナたちが大きくなってくると，歌い方や飛び方の教育は父親がいっ

さいやっている。遊び歩いていた雌カッコウがワシに捕まりそうになり，助けを求めるが誰も

来てくれず，捕まってしまう。一方，父ムクドリもワシに襲われるが，家族みんなで力を合わ

せてワシを撃退。「災難に遭ったときは家族が支え」という父ムクドリのことばで終わる。50年

以上前に制作された古い作品のせいもあるが，説教臭く，画もリアリスティックすぎて面白み

に欠ける。

14）”EcnH　6bm　6bm　MovaM　narroti’”，監督・制作年不明，9分

15）　”KyKylllKa　m　cKBopeU”，監督L．アマリリク，1949年
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　「自分が悪い」16）のウサギの一家の父親も，頑固で「家父長的」である。一家で新居を建てる

時，父親はそばの大きな石の上に立ち，指揮をとっているつもりか，手を振り回しているだけ。

せっせと働いているのは母親と子どもたちである。この大きな石が非常に邪魔で，みんなが何

度もつまずくのに，父親はどけてはだめだと言い張る。新居が完成し，お祝いに来た大きなク

マがつまずいて家が壊れてしまったとき，父親は初めて石をどけることに賛成する。

　この他，父親が皇帝（ツァーリ）であると，当然のことながら「家父長的」ふるまいとなる。

「わがままな王女」17＞，「誰がどんな夢をみるか」18）他，皇帝の登場するアニメはたくさんある。

父親である皇帝は，王女の結婚相手を勝手に選んだり，どの王子を後継者にするかの条件を勝

手に決めたりする。

子どもに無関心な親たち

　「お化け」19）に出てくる父親は，テレビでサッカーばかり見ている。女の子がお話をせがんで

も取り合ってくれず，早く寝うというばかり。言うことを聞かないとお化けが出て，怖い目に

あうそとおどす。一方母親はモード雑誌を広げ，編物をしながら，絶えず電話でしゃべり続け

ている。少しも相手にしてもらえない女の子は面白くない。そこへ本当にお化けが出てくる。

サボテンのお化けだ。喜んだ女の子はそのお化けと遊ぶ。魔法であたりが海になって，何もか

も水に浮かんでも，両親は全く気づかず，相変わらずパパはテレビを見，ママは電話でおしゃ

べりを続けている。両親にかまってもらえない女の子のさみしい気持ちが，ちっとも怖くない

お化けと楽しく遊ぶことで癒される。現代の家庭を風刺したアニメである。描きなぐったよう

な画がテンポ良く動き，面白い。

おわりに

小さい子どもは母親が育てるべきという「母性神話」の強いロシアで，アニメーションの中

に幼い「子」を懸命に育てたり，卵をあたためたりする「父親」が登場する。どう猛なはずの

おおかみやワニが，自分と似ても似つかぬ小さなヒヨコなどを，まめまめしく世話するところ

が面白いからアニメの題材にした，といえばそれまでだが，これらのアニメの中には，それだ

けではない奥深い意味がある。世間の嘲笑や，異質なものを排除しようとする力とのたたかい

も描いている。まわりが何と言おうと，自分の希望である石の「卵」を守り続ける父親ペンギ

ンにもそれは言える。

　その他の父親像も多彩であることがわかった。教育する父親，弱い父親，家父三二父親，子

どもに無関心な父親など。実の子でなくても愛情を注ぐ父親がいる。一方，アニメの中の母親

像はステレオタイプ的で，もっぱら愛情を注ぐのは実の子だけ，血のつながらない子には，ま

ったく冷たい母親として描かれることが多い。

16）1℃a㎜BHHoBa皿、III，監督D．バビチェンコ，1974年

17）”Kanpz3Hafi　np皿qecca”，監督ブルムベルグ姉妹，1969年

18）”KoMy　9To　cHvaTcfi”，監督サラリッゼ，1987年

19）”CTpa田mml兀e1「，監督名不明，1987年，8分
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　今回，母親像の方はあまりくわしく触れることができなかったが，子どもとの関わりの中では，

知的な母親を除き，過保護な母親，子どもに無関心な母親，いじわるな継母など，否定的母親

像が多いと言えそうである。家庭の中での祖父母の描かれ方も含め，今後の研究課題としたい。


